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情報提供や情報共有を行うという概念である IoT（Internet of Things）が提唱されています [4]。IoT













査によると、IoT のエンドノードは 2017 年に 84 億台に達しており、2020 年までに 204 億台に達すると
予想されています。以上のように、主たるエンドノードがセンサデバイスである点やその台数の多さの
点で、IoT のトラヒックは人が発生させるトラヒックと大きく異なります。
以上の IoT の潮流に鑑み、当研究室では、IoT に関わる以下の研究に取り組んでいます。
IoT トラヒックの制御：上述のような多数の IoT デバイスが接続している基地局に同時に通信要求を送
信すると、互いに競合するため、通信ネットワークにおいて輻輳が生じてしまいます。そこで、当研究
室は、車載センサーなど移動する IoT デバイスを対象とした通信タイミングの制御方式を提案しまし









トワーク AI（Artificial Intelligence）システムを提案しています [6,7,8]。本システムは、IoT デバイス
群が収集するデータを「目利き」し、より重要度の高いデータほど通信ネットワークにおいてより高い








環境情報センシング：小型の UAV（Unmanned Aerial Vehicle: 通称ドローン）が災害地域、森林山岳、
汚染地域、農場漁場といった人や車両が立ち入るのに困難な地域における様々な問題を解決する手段と
して注目を集めています。UAV も各種センサを装備させることができることから、移動する IoT デバ










クを柔軟に構成し運用することが可能となります。これを Software Defined Networking（SDN）と呼
びます。また、ネットワーク上で提供される機能をソフトウェア化し汎用サーバ上で提供することで、
迅速なサービス提供や柔軟な性能調整、専用機器の設置コストの削減等が可能となります。これを
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